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年齢別職員構成の状況（令和4年4月1日現在）

職員の給与などの実態について、住民の皆様にご理解いただくため、概要をお知らせします。（再任用、臨時職員を除く。）

◎人事の状況

区分 20歳
未満

20歳
～
23歳

24歳
～
27歳

28歳
～
31歳

32歳
～
35歳

36歳
～
39歳

40歳
～
43歳

44歳
～
47歳

48歳
～
51歳

52歳
～
55歳

56歳
～
59歳

60歳
以上 計

職員数 8人 40人 34人 22人 24人 33人 18人 24人 35人 24人 29人 0人 291人

人件費の状況 級別職員数等の状況（令和4年4月1日現在）

職員の採用試験の状況（令和3年度実施分）

区分 住民基本台帳人口
（令和3年度末） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

）A（/）B（

3年度 188,020人 2,730,419千円 61,752千円 2,108,861千円 77.2%

職員給与費の状況

（注）１　職員手当には、退職手当を含まない。
　　２　職員数は、令和3年4月1日現在の人数です。
　　３　給与費については再任用職員（短時間勤務）の給与費を含むが、職員数には含んでいない。

区分 職員数
A

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
 B/A給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計B

3年度 282人 1,045,096千円 284,815千円 420,278千円 1,750,189千円 6,206千円

（注）１　「平均給料月額」とは、令和4年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　２　「平均給与月額」とは、令和4年4月に支給した給料月額と諸手当の合計の平均です。

職員の平均給与月額等の状況（令和4年4月1日）
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

消防職 38.1歳 298,479円 367,625円

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

7 級 消防長 1人 0.3%

6 級 次長、署長、
副署長、課長 17人 5.8%

5 級 副署長、課長、主幹 66人 22.7%

4 級 副主幹 41人 14.1%

3 級 係長、主査 71人 24.4%

2 級 主事 31人 10.7%

1 級 主事 64人 22.0%

採用区分 申込者数 受験者数 合格者数 倍率

大卒 17人 17人 5人 3.4倍

短・高卒 27人 27人 10人 2.7倍

令和3年度決算概要
西はりま消防組合一般会計の決算状況は、歳入総額が 2,792,171 千円、歳出総額が 2,730,419 千円で、歳入歳出差引額は 61,752 千円となっています。

科　　目
令和3年度

決算額 構成比

分担金及び負担金 2,639,168 94.5

使用料及び手数料 5,043 0.2

国 庫 支 出 金 29,941 1.1

財　産　収　入 4,862 0.2

繰　　越　　金 98,158 3.5

諸　　収　　入 14,999 0.5

合　　　計 2,792,171 100.0

科　　目
令和3年度

決算額 構成比

議　　会　　費 350 0.0

総　　務　　費 23,961 0.9

消　　防　　費 2,706,108 99.1

合　　　計 2,730,419 100.0

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）歳　出

歳　入

◎財政の状況

宍粟市負担金
641,708千円

佐用町負担金
390,604千円

上郡町負担金
20,970千円

使用料及び手数料
5,043千円

国庫支出金
29,941千円

財産収入
4,862千円 繰越金

98,158千円

太子町負担金
387,002千円

たつの市負担金
829,620千円

総務費
23,961千円

議会費
350千円

常備消防費
（人件費、予防、警防・ 
救急活動事業費など）
2,503,931千円

消防施設費
（光熱水費等の庁舎管理費、
庁舎維持補修費、消防車両
更新整備費など）
202,177千円

歳入決算額
2,792,171
千円

歳出決算額
2,730,419
千円

相生市負担金
369,264千円

諸収入
14,999千円
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相　生
消防署

たつの
消防署

宍　粟
消防署

太　子
消防署

佐　用
消防署

合　計

火災件数
9

（8）
24

（18）
13

（19）
8

（3） （15）
61

（63）
建物 3 6 3 32
林野 0 0 0 0 3
車両 2 6 0 0 9
その他※ 2 2 4 17

救急件数
1,333

（1,125）
3,815

（3,224）
1,965

（1,762）
1,680

（1,427）
811

（779）
9,604

（8,317）
急病 2,252 1,196 448 5,898
交通事故 295 129 41 631
一般負傷 572 335 274 129 1,514
転院搬送 532 274 97 167 1,185
その他※ 376

救助件数
34

（32）
61

（51）
28 34

（36）
26

（31）
183

（180）
火災 3
交通事故 55
水難事故 8
機械事故 4
建物事故 32
ガス及び酸欠事故 5
その他※ 76

警戒・検索・
その他件数

32
（45） （129）

51
（56）

37
（58）

316
（396）

令和４年（2022年）　管内災害件数
（　）内は前年件数　　単位：件

※ 各項目の「その他」欄は、記載以外の種別の件数を計上しています。
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火 

災

　

火
災
件
数
は
、
61
件
で
前
年
よ
り

２
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火
災

（
32
件
、
52
％
）
が
最
も
多
く
、
次

い
で
そ
の
他
〔
田
畑
、
河
川
敷
等
〕

火
災
（
17
件
、
28
％
）
、
車
両
火
災

（
９
件
、
15
％
）
、
林
野
火
災
（
３

件
、
５
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
か
ら
比
べ
る
と
、
建
物
火
災

が
７
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
２
人
、

負
傷
者
は
16
人
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
主
な
原
因
は
、
野
焼
き
等

に
よ
る
も
の
が
多
く
15
件
と
な
っ
て

お
り
、
出
火
原
因
の
約
25
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
野
焼
き
等
の
焼
却
行
為
は
、

法
令
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

救 

急

　

救
急
件
数
は
、
９
，
６
０
４
件
で

前
年
よ
り
１
，
２
８
７
件
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

救
急
種
別
で
み
る
と
、
急
病
（
５
，

８
９
８
件
、
61
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
一
般
負
傷
（
１
，
５
１
４
件
、

16
％
）
、
転
院
搬
送
（
１
，
１
８
５

件
、
12
％
）
、
交
通

事
故
（
６
３
１
件
、

７
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
搬
送
人
員

は
、
８
，
７
７
９
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
日
平

均
約
26
件
出
動
し
、

管
内
住
民
の
約
21
人

に
一
人
を
搬
送
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
救
急
出
動

件
数
、
搬
送
人
員
数

と
も
に
、
組
合
発
足

後
、
過
去
最
多
と
な

っ
て
い
ま
す
。

救 

助

　

救
助
件
数
は
、
１
８
３
件
で
前
年

よ
り
３
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

救
助
種
別
で
み
る
と
、
そ
の
他
の

事
故
（
山
岳
事
故
、
転
落
事
故
等
、

76
件
、
42
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い

で
交
通
事
故
（
55
件
、
30
％
）
、
建

物
事
故
（
32
件
、
17
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

建
物
事
故
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の

方
が
増
え
て
い
る
中
、
安
否
確
認
に

令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）中
の

　
　
　
　
　

  

火
災･

救
急･

救
助
等
の
ま
と
め

4
3
1
5

879
79
204
115
56

4

164

1
18
2
1
14
1
24

73

0
10
2
0
6
0
10
98

57

0
11
2
1
5
2
13

26

0
9
0
1
1
1
14

（30）

（108）

16

87
1,123

98

7よ
る
出
動
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
動
件
数
の
う
ち
、
救
出

活
動
を
行
っ
た
事
案
が
１
０
８
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒･
検
索･
そ
の
他

　

警
戒･
検
索
・
そ
の
他
件
数
は
、

３
１
６
件
で
前
年
よ
り
80
件
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
検
索
出
動
の
大
幅
な
減
少

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

種
別
で
み
る
と
、
そ
の
他
（
ヘ
リ

支
援
等
、
１
２
１
件
、
38
％
）
が
最

も
多
く
、
次
い
で
検
索
（
１
１
７
件
、

37
％
）
、
警
戒
（
78
件
、
25
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。



《円滑・迅速な災害対応を目指して》
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佐用保育園との合同訓練実施！

佐用消防署　☎ 0790-82-3872

　11月７日（月）、秋の火災予防運動行事の一環
として、佐用保育園で火災想定訓練を実施しま
した。
　保育園では、日頃から避難訓練を実施してお
り、参加した園児113名は先生の指示をしっかり
聞き、安全に避難することができました。
　また、実際に消防職員が出向いて訓練を行う
ことで、先生方の避難誘導や初期消火活動につ
いても再確認することができました。
　訓練後には消防車見学を行い、園児たちは消
防ポンプ車や救急車を見たり、消防資機材を触
ったりと楽しんでいました。

　

発
生
し
た
災
害
の
被
害
状
況
を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
、
情
報
収
集
を
目
的
と

し
た
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ロ
ー
ン
は
、
高
性
能
な
ズ
ー
ム
機
能
付
カ
メ
ラ
や
熱
を
検
知
す
る
サ
ー

マ
ル
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
て
お
り
、
上
空
か
ら
俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
的
、
立
体
的
に
撮

影
し
、
現
場
指
揮
者
等
と
映
像
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

山
岳
や
河
川
等
に
お
け
る
救
助
現
場
に
お
い
て
、
隊
員
等
が
立
ち
入
る
こ
と
が

困
難
な
場
所
で
も
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空
か
ら
の
情
報
収
集
活
動
に
よ
り
、
場
所

の
特
定
や
周
囲
の
状
況
確
認
が
速
や
か
に
行
え
、
地
上
か
ら
救
助
に
向
か
う
隊
員

に
対
し
、
的
確
な
指
示
・
命
令
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

安
全
か
つ
効
果
的
な
運
用
を
行
い
、
円
滑
で
迅
速
な
災
害
対
応
に
繋
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

消
防
活
動
を
空
か
ら
サ
ポ
ー
ト
！

送信機で映像を受信
（リアルタイム）

＜情報収集のイメージ図＞

上空から撮影

映像を共有

住
民
の
方
へ
お
願
い

　

本
機
に
は
、
周
囲
の
障
害
物
を
検
知
す
る
セ
ン
サ
ー
や
衛

星
か
ら
位
置
情
報
を
取
得
す
る
な
ど
、
安
全
性
を
高
め
る
機

能
を
備
え
て
い
ま
す
が
、
急
な
突
風
や
電
波
異
常
な
ど
に
よ

り
予
期
せ
ぬ
方
向
に
飛
行
す
る
場
合
が
あ
り
、
最
悪
の
場
合

は
墜
落
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
天
候
不
良
時
や
夜
間
は
、

各
セ
ン
サ
ー
類
の
機
能
が
低
下
し
、
障
害
物
等
の
目
視
も
困

難
な
た
め
、
運
航
で
き
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
に
は
、
人
や
物
件
等
と
安
全
な
距
離
を
保
っ
て
飛

行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ド
ロ
ー
ン
を
見
か
け
た
際

は
、
機
体
に
近
づ
か
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
に
飛
行
す
る
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
行
い

ま
す
の
で
、
付
近
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
騒
音
な
ど
の
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

防塵、防水
重量：3,770g±10g（バッテリーを含む）
展開時サイズ：長さ 470×幅 585×高さ 215mm
最大飛行時間：約 40分　　最高高度：5,000m
最大風圧抵抗：15m/s（離着陸時は 12m/s）

ドローンの主な仕様



去る者あれば来たる者あり！

防火意識の高さにびっくり！

熱戦！　自衛消防競技会！

「かわいいハッピにやくそくするよ！」

たつの消防署　☎ 0791-63-3511

宍粟消防署　☎ 0790-62-0119

相生消防署　 ☎ 0791-23-7119

太子消防署　☎ 079-276-1191
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　相生消防署に
配備されているポ
ンプ車、救助工作
車が車両の更新に
伴い、災害現場の
最前線で活躍す
るのも残り僅かと
なりました。ポンプ車は15年、救助工作車は20年と
長きにわたり、私たちと共に災害現場で活躍してく
れました。ポンプ車には非常用車両として、もうひと
踏ん張り頑張ってもらいますが、ひとまずこの２台に
一言。「長い間、ありがとう！お疲れ様！」
　今年度末の『救助資機材積載型消防ポンプ自動

車』配備を、職員一同
心待ちにしています。
今後は、私たちの手と
なり足となり、災害現
場で共に闘ってくれる
ことでしょう。

　11月９日（水）、たつの防火協会に加入してい
るたつの市・太子町管内の事業所による自衛消
防競技会が３年ぶりに開催され、消防は審査員
等の役割を務めました。消火器の部20チーム、
屋内消火栓の部12チームの総勢76名が参加さ
れ、火災時の初動対応について、安全性･確実
性・迅速性が競われました。選手からは『もっ
と訓練が必要だと感じた』、『来年こそは優勝
したい』との声も聞かれ、次回競技会や消防訓
練に対する強い意欲を感じました。
　引き続き、火災時の初動対応や防火・防災意
識の普及啓発にご協力をお願いします。

　宍粟市内の小学４年生を対象
に「防火ポスター」を募集し、
147作品の応募がありました。住
宅用火災警報器の設置や消火器
の点検、たこ足配線の危険性な
どが表現されている作品もあ
り、子供達の防火意識の高さに
驚かされました。
　入賞作品の選考会では、「頑張
って描いてくれたから、全部選
んであげたい」との声も上がっ
ていました。子供達は、大人が
思っている以上に防火について
考えているのかもしれませんね。
　家族で防火についてのお話し
をしてみてはいかがでしょう
か。

　11月15日（火）、幼年
消防クラブ員150名によ
る防火パレードを行い
ました。
　コロナ禍により３年
ぶりのパレードでした
が♪火の用心のうた♪
に合わせ可愛い法被を着たクラブ員たちが、斑鳩
寺から丸尾建築あすかホールまでの約700mを元気
よく拍子木を手にパレードを行い、沿道の皆さん
に火の用心を呼びかけました。さて、到着後の一
番のお楽しみと言えば・・「消防レンジャーショ
ー」だね。３年ぶりの本格的なショーには太子町
のマスコットも特別参加するなど署員のサービス
ぶりにクラブ員たちは大興奮！！保護者の皆さんに

も大うけでしたよ（笑）
　最後にみんな約束だ
よ・・「かわいいハッ
ピにやくそくするよ！
しないよひあそび、い
たずらでんわ」

【優勝】消火器の部　　　　(株)新宮運送
　　　　屋内消火栓の部　　リンテック(株)龍野工場製作中の車両の様子

更新される救助工作車、ポンプ車
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救
急
技
術
指
導
会

　
〜
救
急
活
動
に
磨
き
を
か
け
る
〜

　

令
和
４
年
10
月
14
日
（
金
）
、
第
１
回
救
急

技
術
指
導
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
指
導
会
は
、
多
様
化
す
る
救
急
事
案
に

対
し
て
、
救
急
隊
員
の
技
術
・
知
識
の
更
な
る

向
上
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
、
５
消
防
署

か
ら
選
抜
し
た
救
急
隊
が
参
加
し
、
指
導
救
命

士
の
実
評
価
の
も
と
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
形

式
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
た
つ
の
市
民
病
院　

大
井
克
之
副

院
長
様
に
も
的
確
な
指
導
・
評
価
を
い
た
だ

き
、
各
救
急
隊
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

指
導
会
で
学
ん
だ
知
識
・
技
術
と
日
頃
か
ら

の
訓
練
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
更
な

る
安
全
と
安
心
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

長
年
、
地
域
の
防
火
防
災
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
の
役
員
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
自
治
の
精
神
に
基
づ
く

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
た
と
し
て
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

兵庫県自治賞受賞（消防功労）
　

永
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

危険業務従事者叙勲受章

瑞宝単光章
元佐用消防署
消防課長

青木　一道さん

前たつの防火協会副会長
（ナガセケムテックス㈱）

岩崎　浩之さん

前たつの防火協会副会長
（㈱井河原産業）

仲野　清さん あお    き　　　   かず みち

なか    の　　　 きよしいわ  さき　　　ひろ  ゆき

消防協力者へ感謝状を贈呈　

●
事
案
の
概
要

　

令
和
４
年
８
月
28
日
（
日
）
、

相
生
市
山
手
地
内
に
お
い
て
、

国
道
２
号
の
中
央
分
離
帯
に
衝

突
し
出
火
し
て
い
る
車
両
を
発

見
。
２
名
が
車
内
の
運
転
手
を

避
難
さ
せ
る
と
と
も
に
、
残
り

１
名
が
消
火
器
に
て
初
期
消
火

を
実
施
さ
れ
、
３
名
が
協
力
し

人
命
救
助
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

※

本
事
案
は
、
本
年
４
月
か
ら

開
始
さ
れ
た
「
消
火
器
無
償

詰
替
事
業
」
の
初
事
例
と
な

り
ま
し
た
。

●
事
案
の
概
要

　

令
和
４
年
８
月
１
日
（
月
）
、

た
つ
の
市
新
宮
町
吉
島
地
内
を

路
線
バ
ス
に
て
走
行
中
、
横
転

し
出
火
し
て
い
る
車
両
を
発

見
。
乗
客
に
１
１
９
通
報
を
依

頼
す
る
と
と
も
に
消
火
器
で
初

期
消
火
及
び
負
傷
者
に
対
し
て

声
掛
け
を
す
る
な
ど
人
命
救
助

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

は
た  

な
か
　   

　
す
す
む

し
ま  

た
に
　
　
　 

よ
し  

ひ
こ

と
き  

よ
し

●
功
績
の
あ
っ
た
方
々

　　
島
谷
　
義
彦  

様

　
畠
中
　
侑  

様

　
時
吉
ひ
か
る  

様

す
え  

な
が
　
　
　
え
い    

じ

●
功
績
の
あ
っ
た
方

　（
株
式
会
社
ウ
エ
ス
ト
神
姫
）

　
末
永
　
栄
二  
様

写真は右から島谷氏、畠中氏、時吉氏は欠席
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information

カセットボンベ・スプレー缶の事故にご注意を！
　管内では、スプレー缶のガス抜き時に推奨器
具以外のもので穴をあけた際、発生した火花が
残留ガスに引火し負傷した事故や、車の部品や
携帯機器の清掃のためスプレー式のクリーナー
を使用した際、近くで火気を使用したことによ
り爆発し負傷した事故などが発生しています。
　どちらもスプレー缶製品の誤った取扱いが原
因となった事故です。
　スプレー缶を使用する際には、右記の注意事
項を参考に適切な取扱いを行うようにしましょ
う。
　また、廃棄方法は管内では相生市とそれ以外
の４市町では少し異なりますので、
各市町のホームページや担当窓口
にてご確認ください。

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
！

【可燃性ガス等を含むスプレー缶の例】
・カセットボンベ　
・制汗スプレー、ヘアスプレー
・殺虫スプレー
・パーツクリーナー
・防水スプレー
・冷却スプレー　　など

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
「
密
」
を
避
け
て
楽
し
め
る

た
め
、
人
気
急
上
昇
中
の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ

ー
。
　
　

　
身
近
に
な
っ
た
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
を
よ
り
安
全
に
楽
し
む
た
め
の
知
識
を
紹

介
し
ま
す
。

 

着
火
剤
の
つ
ぎ
足
し
は
危
険
！

　

燃
え
て
い
る
炭
な
ど
に
着
火
剤
を
つ
ぎ
足
す
行

為
は
、
非
常
に
危
険
で
す
。
炎
が
大
き
く
な
り
周

囲
の
も
の
や
衣
類
に
燃
え
移
る
危
険
性
が
あ
り
、

火
災
に
な
っ
た
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

 

炭
や
薪
の
燃
え
残
り
に
注
意
！

　

炭
や
薪
の
燃
え
残
り
は
、
必
ず
火
が
消
え
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
指
定
さ
れ
て
い
る
灰
捨
て
場

な
ど
で
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
灰
捨
て
場
が

無
い
場
合
は
、
火
消
し
壺
な
ど
の
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

 

周
囲
の
確
認
、
可
燃
物
に
注
意
！

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
焚
き
火
を
す
る
時
は
、

周
囲
に
枯
葉
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
が
無

い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
燃
え
て
い
る

炭
な
ど
に
よ
り
周
囲
に
燃
え
広
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

 

火
を
扱
う
際
に
は
消
火
の
準
備
を
！

　

焚
き
火
な
ど
火
を
取
り
扱
う
場
合
に
は

水
バ
ケ
ツ
な
ど
消
火
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

テ
ン
ト
内
の
火
気
の
使
用
は
厳
禁
！

　

テ
ン
ト
内
な
ど
換
気
の
悪
い
場
所
で
石
油
ス
ト

ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
の
機
器
を
使
用
す
る
と
一
酸

化
炭
素
中
毒
な
ど
の
命
に
係
わ
る
事
故
に
発
展
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

 

応
急
手
当
に
関
す
る
情
報
の
確
認
と
準
備
を
！

　

ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
で
は
虫
刺
さ
れ
や
怪
我

な
ど
不
意
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
遭
遇
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
、
応
急
手
当
に
関
す

る
情
報
や
救
急
セ
ッ
ト
な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
に
は
、
直
ぐ
に

最
寄
り
の
病
院
に
行
く
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と

も
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　
管
内
に
も
人
気
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
仲
間
と
一

緒
に
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
を
安
全
快
適
に
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
！

【使用時等の注意事項】
① 使用前に必ず製品に記載されている注意書きを確認する。
② 本来の用途以外に使用しない。
③ 高温となる場所や、直射日光と湿気を避け保管する。
④ 厨房器具や暖房器具等の火気を使用する場所の付近で
使用しない。

⑤ カセットボンベは、カセットこんろ本体に正しく装着されて
いることを確認してから使用する。

⑥ カセットこんろを複数並べて鉄板をのせたり、カセットボ
ンベカバーを覆うような大きな鍋等の使用や、練炭等の
炭おこしは、燃料ボンベが過熱され、破裂する危険があ
るので絶対に行わない。

⑦ 廃棄する場合は、必ず使い切ること。
⑧ 内容物の残りを出し切る時は、推奨器具を使用する。
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３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の

一
週
間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　
火
気
を
使
用
し
て
い
る
時
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
、
消
火
の
準
備
を

し
て
お
く
な
ど
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消防車・救急車の要請は、

局番なしの119番通報をしてください！
診察可能な病院を知りたいときは…

0791-76-7300 （消防指令センター）

0791-76-7160 （休日・夜間病院案内） ※自動音声

災害の情報を知りたいときは…

0791-76-7150 （災害情報案内） ※自動音声

空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す

火
の
取
扱
い
に

　
　
　
細
心
の
注
意
を
！

　令和４年４月に採用された職員15名
が消防学校での消防士の基礎となる初
任教育を終え、成長した姿で帰ってき
ました。
　10月から実務研修を各署で行ってい
ますので、ご紹介します。

①ポリシー　②趣味　③目標

西はりま消防組合  ～消防学校初任教育を終えて～

井上　大吾

佐用消防署
いのうえ    だい ご

Ｑ
　
な
ぜ
病
気
の
人
の
と
こ
ろ
に

消
防
車
が
一
緒
に
来
る
の
？

Ａ
　
運
び
出
す
の
に
、
人
が
足
り

な
い
時
や
時
間
が
掛
か
る
時
な
ど

に
消
防
隊
が
応
援
で
出
動
す
る
ん

だ
よ
。

　
近
く
に
救
急
車
が
い
な
い
時
は

消
防
車
が
先
に
到
着
す
る
こ
と
も

あ
る
よ
。

Ｑ
　
消
防
車
が
き
た
ら
火
事
と
間

違
え
な
い
の
？

Ａ
　
火
事
の
時
は
「
ウ
〜
、
カ
ン

カ
ン
」
と
鳴
ら
し
て
走
る
よ
。

「
カ
ン
カ
ン
」
が
聞
こ
え
な
い
時

は
火
事
で
は
な
い
か
ら
覚
え
て
お

い
て
ね
。

「
救
急
車
と
消
防
車
の
同
時
出
動
」

し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ

き
ゅ
う
き
ゅ
う
し
ゃ

し
ょ
う 

ぼ
う

ど
う 

じ 

し
ゅ
つ
ど
う

西はりま消防組合
ホームページ・
フェイスブックへの
アクセスはこちら

▼

び
ょ
う
き

し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ

い
っ
し
ょ

く

と
き

と
き

は
こ

だ

ひ
と

た

か

じ  

か
ん

お
う 

え
ん

し
ゅ
つ
ど
う

し
ょ
う
ぼ
う
た
い

と
き

ち
か

き
ゅ
う
き
ゅ
う
し
ゃ

し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ

さ
き

と
う
ち
ゃ
く

か
　
じ

ま

ち
が

し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ

と
き

か
　
じ

な

は
し

き

と
き

か
　
じ

お
ぼ

ひ
と

宮本　柊弥

佐用消防署
みやもと     とう や

原　大起

佐用消防署
はら      ひろ き

柳生　蒼太

太子消防署
やぎゅう     そう た

鳴戸　萌花

太子消防署
なる と        もえ か

林　隼輔

太子消防署
はやししゅんすけ

尾野　瞬海

宍粟消防署
  お   の     しゅんかい

有元　初瑠乃

宍粟消防署
ありもと        は   る   の

上野　天士郎

宍粟消防署
うえ の        てん し ろう

巖　隆史

たつの消防署
いわお   たか し

中村　怜音

たつの消防署
なかむら       れ  おん

廣谷　瑠花

たつの消防署
ひろたに       る    か

松本　颯空

相生消防署
まつもと       そ   ら

坪本　崇伸

相生消防署
つぼもと     たかのぶ

井川　航汰

相生消防署
  い かわ       こう た

①何事にも全力で取組む
②体操、映画鑑賞
③消防士になった時の
気持ちを忘れず、どんな
時も全力で取組み地域
の方々に信頼される消
防士になります。

①雲外蒼天
②ランニング
③日々の訓練及び業務
に全力で取組み、１日で
も早く住民の方に頼ら
れる消防士を目指しま
す。

①何事にも一生懸命に
取組む
②バレーボール、登山
③初心を忘れることな
く向上心を持ち、知識・
技術を身に付け誰から
も信頼される消防士に
なります。

①不撓不屈
②釣り
③常に向上心を持ち続
け、職務を全うし、住民
の方々に安全安心を届
けられる消防士になり
ます。

①日々努力
②読書
③女性ならではの視点
を活かし、一人でも多く
の人命を救える消防士
になります。

①積極的にチャレンジ
する
②筋トレ
③市民の方の期待に応
えられる消防士を目指
し、日々の訓練に全力で
取組みます。

①吾以外皆吾師
②ドライブ、音楽鑑賞、
　スノーボード
③吾以外皆吾師という
言葉のように立派な先
輩方を見習い、日々成長
していける消防士になり
ます。

①努力すると運がつい
てくる
②釣り、釣った魚を捌く
③命を守るという強い
思いを持つ救助隊員を
目指し、全ての人に感謝
の気持ちを持ち日々前
進していきます。

①後悔なく生きる事
②野球観戦、マンガを
読むこと
③日々の訓練を大事に
して、少しでも早く一人
前の消防士になれるよ
うに取組んでいきま
す。

①感謝の気持ちを忘れ
ない
②バスケットボール、
　プロ野球観戦
③まだまだ未熟ですが
日々訓練し、住民の皆
様を守り、頼られる消防
士になります。

①勇往邁進
②バレーボール
③日々の訓練で知識や
技術の向上に努め、地
域の方々から信頼され
る消防士を目指します。

①七転八起
②旅行・温泉
③初心を忘れることな
く、困難なことでも逃げ
ずに挑戦し、信頼される
消防士になります。

①凡事徹底
②映画鑑賞
③向上心を忘れず日々
訓練に取組み、知識、体
力、技術の向上に努め、
信頼される消防士を目
指します。

①努力に勝る天才なし
②音楽鑑賞、筋トレ
③小学生の頃に優しく
対応してくれた消防士の
ように、私も住民の方々
に寄り添える消防士に
なります。

①初心忘るべからず
②温泉巡り、走ること
③消防士を志した頃の
気持ちを忘れることな
く、地域の方から信頼さ
れる消防士になります。
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